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研究題目 

人間らしく学び続ける社会科学習 

～ゆだねることで自走がはじまる～ 

研究要項 

１ 研究のねらい 

  現代社会では、ChatGPT や Copilot に代表されるような生成ＡＩサービスを誰でも簡単に使えるよ

うになった。生成ＡＩサービスに問いやテーマを入力すると、膨大なデータの中から適切な情報の

みを取り出し、分かりやすくまとめてくれる点は、人間の学びに類似するものがある。私が行って

いる社会科の授業においても、仲間と自由に話し合うことができる環境があるにもかかわらず、イ

ンターネットのＡＩにのみ正解を求める生徒が一定数いる。この学びは人間本来の学びと言えるの

だろうか、そんな疑問が生まれる。何に疑問をもち、どのような問いに関心を寄せて探究するのか

を、決める主体は人間である。また、先行きが不透明で、将来の予測が困難な現代社会だからこそ、

他者の考えに耳を傾け、よりよく新たな学びを生む人材がこれからの社会では求められるようにな

ると考える。 

 本実践では、自分で立てた問いを探究し、ゆるやかな協働性の中で、学びを自走し続けられる

「人間らしく学び続ける」生徒を育てたい。そのために、生徒を信じて学びを「ゆだねる」ことか

ら、すべてをはじめることにした。そこで、人間らしい学びの自走を支える「探究シート」と自走

を続ける「コラボシート」を用いる。「探究シート」を活用することで、気付きや疑問から自ら問い

を立て、他者からのフィードバックを基に、自分の考えを深め、学びを広げる。「コラボシート」を

活用することで、自分と他者の探究を組み合わせ、考えを磨き、問いを再構築し、学びを更新させ

ることができるようになると考えた。問いの設定、探究、フィードバックなどの探究的な活動を生

徒に「ゆだねる」ことで、学びを自走し続けられ、新たな学びを生むことができるようにしたい。 

２ 研究の手立て 

(1) 自走を支える「探究シート」の活用【資料１】  

自分の問いを見付けて探究するためには、資料

から得た気付きや疑問から出発し、探究的な活動

を進める中で、他者からのフィードバックを基

に、自分の考えを深め、学びを広げることが必要

だと考える。 

はじめに、決められた資料の中から自分の興

味・関心に基づく資料を一つ、もしくは二つ選択

し〔Ａ〕、資料を見て感じた気付きや疑問を箇条書
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【資料１ 探究シート】 
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きで記入する〔Ｂ〕。その気付きを基に、資料に関する問いを設定する〔Ｃ〕。生徒が自由に選べ

る選択肢を複数設定して、生徒に「ゆだねる」範囲を広げることで、生徒の興味や関心のエネル

ギーを持続できるようにする。選択した資料について、教科書や資料集、タブレットを用いて調

べ、問いに対する自分の考えをまとめる〔Ｄ〕。次に他者からのフィードバックを「なぜ？どのよ

うに？その後は？具体的には？」など質問形式で記入してもらう〔Ｅ〕。フィードバックに対する

考えを色分けして可視化し、問いを考え直し、自分の考えを深めることで、学びの成果を実感で

きるようにする〔Ｃ〕。 

このように「探究シート」を活用することで、生徒の興味・関心を原動力に問いを設定し、探

究の過程で他者の視点を受け入れることで、自分の考えを広げていく。さらに「コラボシート」

や「単元レポート」の土台となるものと設定することで、学びの自走を支えると考える。 

 (2) 自走を続ける「コラボシート」の活用【資料２】 

自分の探究を磨き、学びを自走させ 

るためには、自分と他者の探究を組み

合わせることで、自分の考えのよさや

改善すべき点に気付き、自分の考えを

再構築することが必要だと考える。 

まず、５～６人の小グループになり

仲間の「探究シート」の発表を聞き、

自分の興味・関心に基づいて仲間の

「探究シート」を一つ選択する〔Ａ〕。

選択した他者の「探究シート」との共

通点やつながりを見いだせる自分の

「探究シート」を選ぶ〔Ｂ〕。自分と他

者の「探究シート」を組み合わせ、自分の問いを再構築する〔Ｃ〕。歴史に「もし」はないが、あ

えて仮定することも選択肢の一つとした。最後に再構築した問いに対する自分の考えをまとめる

〔Ｄ〕。探究テーマである「戦後11年で日本はどのように変わることを望んだのか？」という歴史

の変化も意識できるようにする。 

このように、「コラボシート」を活用して自分と他者の探究を結び付けることで、一人では得ら

れなかった新たな気付きや視点を発見することができる。また、その気付きを学び続けるための

原動力として、考えを深めたり磨いたりすることで、新たな問いを再構築することが可能となる。

この過程を通して、次の探究や新たな学びが生み出され、学びが連続的に発展していくと考える。 

３ 実践計画 

(1) 教材について 

戦後 80 年以上が経過した現代において、戦争を経験した日本人が「平和で民主的な社会を築き

たい」という願いのもとで、どのような国づくりを進めたのかを探究することは、今ある当たり

前を見直す契機になる。特に平和主義、民主主義、基本的人権、教育を受ける権利など現代社会

の基盤を軸に考えることは、その背景にある人々の願いや努力に目を向けることで社会的資質・

能力を育てることにつながる。また、生徒が資料を基に自ら問いを生み出し、過去と現在を関連

付けながら根拠をもって考え、「戦後の日本が現代に残したもの」を追究することで、歴史を自分

事として捉え、未来の社会の在り方について主体的に考える学びへとつながることが期待される。 

 
【資料２ コラボシート】 

［Ａ］ ［Ｂ］ 

［Ｃ］ 
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(2) 単元の指導計画（６時間完了） 

第３学年 歴史的分野「日本の民主化と冷戦」 

段階 学習活動 指導上の留意点 

捉
え
る 

第１時 

○戦後 11 年で起きた日本の変化を捉える。 

○学習課題をつかむ。 

 

 

 

 

・終戦から日本の国際社会復帰までを映画

の主人公の視点から捉えることで、単元

の見通しを立てられるようにする。 

考
え
る 

第２～４時 

○戦後 11 年で起きた日本の変化を踏まえ、

資料を選択して、問いを設定する。 

 

 

○問いに対して自分の考えをまとめる。 

 （ 「探究シート」①・②を完成させる。） 

 

・ 「探究シート」を活用し、自分の興味・

関心を基に二つの資料の中から一つを選

ぶことで、主体的に探究的な活動を進め

られるようにする。 

・自分の考えに対して、他者からフィード

バックを受けることで、自分の考えを深

められるようにする。 

深
め
る 

第５時 

○グループ活動で自分の「探究シート」を

発表する。 

 

 

○他者の発表に基づいて、「コラボシート」

に自分の「探究シート」と他者の「探究

シート」を貼り、問いを再構築して自分

の考えを論説としてまとめる。 

 

 

 

 

 

・ 「探究シート」の発表前に、「コラボシー

ト」の説明をすることで、見通しを立て

ながら、発表を聞き、他者の「探究シー

ト」を選択できるようにする。 

・探究テーマ「戦後 11 年で日本はどのよ

うに変わることを望んだのか？」を改め

て問い掛けることで、戦後の日本の変化

を捉え、その背景や影響を考察できるよ

うにする。 

つ
な
げ
る 

第６時 

○追究課題について、自分の考えを単元レ

ポートにまとめる。 

 

○単元の振り返りをまとめる。 

 

・追究課題を考えることで、戦後 11 年の

変化を過去から現代へとつなげ、捉えら

れるようにする。 

・単元を通して、学んだことや学び方を振

り返ることで、新たな学びを生む。 

４ 実践の様子 

 (1) 捉える段階（第１時） 

第１時では、シベリア抑留を題材にした「ラーゲリより愛を込めて」という映画の予告を視聴

して、シベリア抑留から帰還するまでの 11 年間で日本の社会が大きく変化したことを捉えた。シ

ベリア抑留という題材を通して、終戦時における日本の混乱ぶりや復興していく過程の中で、11

年ぶりに帰国した映画の主人公の視点から戦後の変化に気付かせると、「日本はこのあと、どうな

っていくんだろう」と感想を書く生徒もいた。そこで「戦後 11 年で日本はどのように変わること

を望んだのか」を探究テーマとし、11 年間で起きた具体的な歴史や終戦から国際社会復帰までの

過程をプリントで確認することで、単元の見通しをもてるようにした。 

  (2) 考える段階（第２〜４時） 

   第２～４時では、単元内自由進度学習として、個別指導を加えながら、授業全体を生徒にゆだ

ねることにした。「探究シート」を用いて自分の問いを見付け、探究する機会を２回繰り返すこと

探究テーマ：戦後 11年で日本はどのように変わることを望んだのか？ 

追究課題：戦後の日本は現代の私たちに何を残したのか？ 
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で、自分の探究をさらに高めることができるようにした。生徒の中には、「探究シート①」で受け

たフィードバックを「探究シート②」における他者へのフィードバックに活用する生徒もいた。

問いを立てることに難しさを感じている生徒がいたことから、歴史的な見方・考え方には「背景

や原因」「つながり」などがあることを学級全体に提示し、共有した。これにより、「戦後、日本

政府は何が変わり、国民にどのような影響を与えたのか？」「なぜ財閥は解体された？日本の経済

はどのようになった？」「アメリカが日本に求めた国

家像とは何か？」など、変化や影響を探究する問いが

多くなった。その後、不足している視点を補うような

鋭いフィードバックこそ、実力向上につながると説明

すると、あえて普段話さないような仲間にフィードバ

ックを頼む生徒もおり、ゆるやかな協働性の中で学ぶ

姿が見られた。「フィードバックって、なぜ？とかの

疑問形がいいんだよね？」と対話しながら、相互にフ

ィードバックを作り上げる生徒もいた。【資料３】 

生徒Ａは「天皇の人間宣言」と「日本国憲法」の資料を用いて、「戦争に敗北し、GHQ が主導と

なった日本はどのように変化していったか。」という問いを設定した。生徒Ａの考察では、天皇制

の歴史を俯瞰したうえで、日本国憲法の制定による国民主権と象徴天皇制の関係性を明らかにし

ている。「日本は他の民主主義国と違い、天皇が存在するが、どのように GHQ は生かそうとした？」

という他者からのフィードバックを受けて、「GHQ によって『国民の心のよりどころ』つまり『日

本国の象徴』となった」と結論付けており、GHQ の影響を受けながらも、日本が望んで変化し続け

たと考察していた。【資料４】 

 
【資料４ 生徒Ａの探究シート②】 

 
【資料３ フィードバックを行う生徒の様子】 

フィードバックを受けて、色分けして追記している。 
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  (3) 深める段階（第５時） 

   第５時では、「探究シート」を５人の小グループで一人ずつ発表した後、他者の「探究シート」

を一つ選択して、「コラボシート」にまとめた。【資料５】自分と同じ資料を用いた他者の「探究

シート」を選択し、比較することで共通点やつ

ながりを見付ける生徒が多くいた。さらに自分

の「探究シート」とは違う視点の他者の「探究

シート」を選び、そこから新たな問いを再構築

する生徒もいた。  

生徒Ａは「戦争に敗北し、GHQ が主導となっ

た日本はどのように変化していったか」という

自分の問いと「サンフランシスコ平和条約と日

米安全保障条約はなぜ同じ年に結ばれた？」と

いう他者の問いを組み合わせ、「もし日本がアメリカによる主導じゃなかったら？」という問いを

再構築した。そして、問いに対して、「ソ連が有利になって主導していたら…？」という大胆な仮

定を設定して、日本の国際社会復帰に対して二つの可能性を考えた。また、「ソ連は早く崩壊、ド

イツも分断が解除され、ウクライナなどの周辺国も独立」と、日本の視点に留まらず、アメリカ

とソ連には世界情勢に変化を与える影響力があったことを考察することができていた。【資料６】 

(4) つなげる段階（第６時） 

  第６時では、「戦後の日本は現代の私たちに何を残したのか？」という追究課題について、単元

レポートをまとめた。日本国憲法や選挙制度、自衛隊など政治制度に関するものをまとめる生徒

が多く見られた。生徒Ａは「この日本を次の時代へ残せるように、選挙権をもったら、そのよう

な政治家に票を投じていきた

い」とまとめ、戦後と現代のつ

ながりを自分事として見いだし

ていた。【資料７】 

他にも、国民の平和や戦争に

対する考え方や国際社会の日本

の立場から日本がめざすべき姿

など現代へのつながりを論述す

る生徒Ｂもいた。【次頁資料８】 

 
【資料６ 生徒Ａのコラボシートの問いと結論】 

 
【資料５ 探究シートを発表し合う生徒の様子】 

 
【資料７ 生徒Ａの単元レポート】 
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戦後の日本は、僕たちにさまざまな「遺産」と「問いかけ」を残したと思う。まず、日本国憲法

における平和主義や民主主義は、戦争の惨禍から生まれた貴重な価値あるものであるし、僕たちは

今、平和の大切さや自由の意味を当たり前のように受け取っているが、それは戦後の人々の苦しみ

と努力の上に成り立っているものだと思う。また、戦争の記憶や歴史認識についても、被害と加害

の両面をどう受け止めるかという課題は、今なお続いていると思う。僕はこうした「戦後の遺産」

をただの過去の出来事ではなく、「これからの生き方を考えるためのヒント」として捉えていきたい

と思った。過去から学んで今、なにが起こっているのかに着目して、未来に何を残すべきか。それ

を考えることが、戦後を生きた人たちへの答えになるのではないかと思う。 

【資料８ 生徒Ｂの単元レポートの一部抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

   単元の振り返りでは、「戦後の日本について政治や経済、国際復帰など多面的に考察することが

できた」「戦前と戦後を比べて、続いたこと、変わったことなどを読み取ることができたと感じる。

現代へのつながりも、次の単元ではさらに意識したい」など本単元で得た学びを自分の言葉で表

せる生徒が一定数いた。生徒Ａは考

察するうえで、自分に置き換えるこ

とが深く学ぶための原動力になると

自らの学び方を分析できており、学

びの自走に近付くことができてい

た。【資料９】 

５ 実践まとめ（○：成果、●：課題） 

【手立て１ 自走を支える「探究シート」】 

 ○ 「探究シート」を活用することで、自分の問いを見付け、他者からのフィードバックを基に、

探究し続けることができた。生徒Ａのようにフィードバックから得た新たな視点を踏まえるこ

とで、時代の変化から現代へのつながりを捉えることができた生徒がいた。 

 ● 問いに対する考えの中で事実のみを羅列するような記述が見られた。他者からの適切なフィ

ードバックを受け止められなかったり、自分の考えを深めることができなかったりしたからだ

と考える。フィードバックの具体的なルーブリックを提示してから「探究シート」に取り組む

ことで、フィードバックの質が向上し、探究したいという生徒の意欲を高められると考えた。 

【手立て２ 自走を続ける「コラボシート」】 

 ○ 「コラボシート」を活用することで、自分の「探究シート」と関連する他者の「探究シート」

を比較し、共通点やつながりに気付き、新たな問いを再構築し、自分の考えを更新することが

できた。 

 ● 全体の約３割の生徒が特定の状況や課題にのみ焦点を当てた問いに留まっていた。歴史を比

較したり、関連付けたりすることで、過去から現在へと続く歴史の大きな変化を捉えられるよ

うな問いを構築できるように、具体的な事例から抽象度を上げる工夫を考えたい。 

６ 今後に向けて 

  本単元で活用した「探究シート」や「コラボシート」は、資料から問いをつくり、自分と他者の

探究を結び付けて新たな問いを再構築する手立てとして有効だった。一方で、生徒が学びを自走し

続けるためには、互いの探究へのフィードバックを充実させ、新たな視点や気付きを得る機会を増

やし、さらに学び続けたいという意欲や原動力を高めていく必要があると感じた。今後は、生徒に

「ゆだねる」範囲を広げながら、主体的な問いの設定と協働的な活動を通して、考えを自ら深化さ

せながら、学びが連続的に発展していく授業づくりを進めたい。そして、学びを自走し、人間らし

く学び続けられる社会科学習の実現を目指して実践研究を重ねていきたい。 

 
【資料９ 生徒Ａの単元の振り返り】 


